
「愛媛ＦＣが僕にくれたもの」 

 

２００３年９月６日。初めて愛媛ＦＣの試合を観戦した日。 

対戦相手は、当時の大塚製薬、今の徳島ヴォルティスでした。 

０－１で敗れはしたものの、その時の僕は生まれ故郷の愛媛が好きになりました。 

高校まで県内にいたものの大学で県外へ、仕事のため愛媛に戻ってきましたが、 

正直、愛媛という田舎に魅力を感じることはなく、愛媛に誇りなど全く感じていませんでした。 

しかし、愛媛ＦＣを初観戦し、敗れた悔しさがきっかけとなり、僕は愛媛の人なんだと実感したのです。 

 

愛媛で生まれ、愛媛で育ち、愛媛県以外に羨望を持った時もあったけど、今は誇りに感じる愛媛。 

僕に僕自身をくれたのが、愛媛ＦＣです！ 


